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小
牧
実
繁
、
帷
子
二
郎
、
辻
田
膚
左
男
、
藤
岡
等
「
新
興
宇
治
市
を
語
る
」

（「

n
域
」
、
七
暑
、
　
一
九
五
三
年
、
未
発
表
）

計

⑤　昭和27年度「全国工揚逓覧」　（通商産業省編）参照，この表に

　　おいてはとくに50人以上の従業負を有するもののみについて筆

　　老がピツクァツプして，その数値を計朝した。

史
学
薪
究
総
会
・
大
会

　
左
の
日
程
で
本
会
及
び
連
合
大
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
御
三
内
申
上

げ
ま
す
。

十
一
月
一
日
（
日
）

史
料
展
覧
　
交
学
部
史
学
科
陳
列
館

　　

@　
@　
@　
@　
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@　
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十
一
月
二
臼
（
月
）
九
・
三
〇
l
i
四
。

○
○
　
　
京
都
大
学
楽
友
会
館

大
会
　
　
講
演

京
都
府
府
下
に
お
け
る
考
古
掌
的
調
査
の
現

状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
仁
心

大
阪
を
中
心
と
し
た
都
市
群
の
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
藤
岡
謙
二
郎

傭
兵
一
度
の
歴
史
的
研
究
1
そ
の
経
過
と

成
果
一
　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
貞
次
郎

題
目
未
定
　
　
　
　
　
柴
田
実

蘇
…
州
女
化
の
一
面
　
　
　
　

宮
崎
　
市
定

十
一
月
三
日
（
火
）
読
皮
会
。
東
洋
史
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⑦

グ
プ
タ
朝
（
西
紀
四
一
八
世
紀
）
印
匪
社
会
の
一
考
察
（
下
）
　
（
佐
藤
）

嘗
臼
似
ρ
μ
β
昌
。
ぎ
ヨ
℃
貸
・
・
o
ヨ
臼
c
9
ロ
智
三
9
鵠
昌
8
）
（
同
●
尉
．
尉
色
。
計

＜
o
。
答
巳
p
肖
。
》
汽
p
げ
守
津
p
g
p
剛
亭
目
ヨ
①
巴
．
b
ご
①
頴
8
夢
冨
ト
っ
O
も
』
G
Q
り
）
、

郡
ち
「
種
子
を
与
え
ら
れ
る
代
り
に
、
収
穫
の
と
き
そ
の
分
だ
け
差
引
か

れ
て
、
残
り
を
地
主
と
小
作
人
が
分
け
前
を
と
る
土
地
が
与
え
ら
れ
た
」

と
い
う
意
味
に
な
る
。

即
切
翁
毛
錠
N
”
燦
聲
帥
影
寓
鐸
。
一
巳
8
属
謬
9
傷
g
》
旨
げ
置
畠
①
夢
0
8
σ
Q
葺
・

℃
ゴ
。
ロ
・
冒
㊦
弓
N
団
σ
q
お
冨
．
し
d
●
目
己
Q
慶
Q
O
覧
悼
O
刈
一
Q
◎
6
参
照
。
か
れ
は
、
堵
貸
二
昌
四

（
〉
臼
、
O
髪
8
し
Q
⑦
の
養
N
。
い
O
⇔
釦
O
昌
一
C
Q
O
メ
や
0
0
q
）
を
引
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　
「
王
領
地
の
所
有
者
は
、
　
種
子
の
た
め
に
な
さ
れ
る
差
引
の
外
に
、
　
小

　
作
料
と
し
て
、
収
穫
の
半
分
を
麦
払
う
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
紫

　
々
」
（
Q
∩
・
凶
O
o
Q
”
翼
●
◎
o
）

ま
た
》
げ
ヴ
O
け
類
〇
三
μ
（
旨
戸
」
O
．
Q
α
い
b
O
メ
H
刈
0
）
に
拠
っ
て
、

　
「
十
九
世
紀
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
農
昆
の
所
有
地
に
対
し
て
は
、
わ

　
つ
か
に
収
穫
の
施
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
」
（
ま
錠
）

と
詑
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
　
サ
ー
サ
ー
ン
朝
時
代
に
は
、
囚
マ
置
9
ー
ロ
か
ら
は
六
百
万
悪
夢
p
ー

ヨ
が
徴
税
せ
ら
れ
て
い
た
が
（
呂
逐
p
q
O
霧
”
の
記
載
に
よ
る
）
、
イ
ス
ラ

ー
ム
時
代
に
は
、
　
七
百
五
十
甲
刀
ら
岸
び
8
爵
　
と
な
鯖
り
、
　
さ
ら
に
後
に
は
千
点
ハ

百
五
十
万
象
「
プ
騨
ヨ
と
記
さ
れ
（
H
ぎ
報
碧
ρ
巳
）
、
　
こ
の
た
め
ぴ
の
地

方
の
担
税
力
は
過
重
と
な
っ
て
衰
徴
を
き
た
し
た
。
（
ω
。
プ
ξ
錠
び
P
P
O
・
・

ω
ω
b
b
o
Q
o
の
l
Q
。
日
．
参
照
。
）

七
六

（昭
a
島
五
年
山
ハ
日
μ
稿
了
昭
和
十
四
八
年
六
月
補
稿
）

〔
附
一
記
〕
　
本
稿
は
昭
和
骨
五
年
十
二
一
月
に
「
申
世
［
印
曜
灰
の
甑
辰
艮
岸
鳥
β
目
び
冒
に

　
つ
い
て
」
と
題
し
、
京
都
大
学
東
洋
史
談
話
会
例
会
で
発
表
し
た
草
稿
に
筆

　
を
加
え
た
電
の
で
あ
る
。
そ
の
後
ム
ガ
ー
ル
朝
の
研
究
に
手
を
染
め
る
に
及

　
ん
で
、
西
ア
ジ
ア
史
の
基
礎
知
識
の
必
要
な
る
を
痛
感
し
、
　
一
時
印
度
史
の

　
研
究
を
中
止
し
、
昭
和
廿
五
年
度
「
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
社
会
の
研
究
」
、
同

　
甘
七
年
度
「
ア
ッ
パ
！
ス
朝
時
代
ペ
ル
シ
ア
農
民
の
研
究
」
な
る
研
究
題
目
、

　
の
下
に
、
文
部
省
科
学
研
究
助
成
補
助
金
の
交
付
を
う
け
、
主
と
し
て
イ
ス

　
ラ
ー
ム
史
料
に
よ
っ
て
墓
礎
研
究
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
、
　
一

　
文
を
草
す
る
豫
定
で
あ
る
が
、
両
社
会
の
密
接
な
関
聯
の
あ
る
点
よ
り
、
そ

　
の
結
論
を
要
約
し
て
本
・
稿
の
宋
尾
に
附
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
　
こ
の
一
篇
を
恩
師
京
都
大
学
教
授
那
波
利
貞
博
士
に
捧
げ
る
。

執
筆
者
紹
介

国　赤小金　L　イ左　藤　宮

本繧海難崎
　　　　ウ四二市哲俊

男秀節恕ン郎郎定

京
都
大
学
教
授

京
都
大
学
教
授

京
都
大
学
助
手

香
川
大
学
教
授

京
都
大
学
大
学
院
特
別
研
究
生

京
都
大
学
学
生

京
都
大
学
助
教
授

京
都
大
学
大
学
院
学
生
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臣

カ
エ
サ
ル
の
遺
産
絹
続
人
と
し
て
の
オ
ク
タ
ー
ウ
ィ
ウ
ス
（
ブ
ラ
ウ
ン
）

る
．
、
工
費
が
註
⑪
．
に
述
べ
た
ア
ジ
ア
の
貢
税
の
若
干
を
彼
は
得
て
い
た
か

も
知
れ
な
い
。
，
（
資
料
は
U
博
。
乙
ざ
Q
Q
及
び
〉
閲
℃
」
鵠
N
匿
・
）
其
の

他
の
方
法
で
は
そ
れ
以
上
貨
幣
の
受
領
は
な
か
っ
た
。

○
島
p
〈
貯
ψ
は
そ
の
と
き
ロ
ー
マ
に
お
い
て
官
慨
城
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
は
認
憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
．
い
。
彼
は
尚
二
三
の
友
人
生
塗
を
も
つ
た
一

生
徒
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
彼
が
ロ
ー
マ
で
有
名
に
な
っ
た
の
は
伯
父
の
財

産
の
競
売
及
び
そ
れ
を
人
民
に
贈
与
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
行
戸
為
の
重
要
性
は
今
迄
歴
史
家
に
よ
っ
て
充
分
強
調
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
は
O
o
欝
く
長
し
・
が
今
迄
行
っ
た
最
も
婁
要
な
行
為
で
あ
り
、
　
一
般
に

大
し
た
意
義
の
な
い
事
柄
と
し
て
看
過
さ
れ
て
い
る
。

0
8
費
P
瞠
戸
…
ポ
日
典
…
》
℃
勺
6
…
”
N
旨
は
0
9
p
＜
奪
い
に
よ
る
O
p
・

＄
鍵
の
財
算
座
の
鵡
朋
売
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
》
℃
℃
貯
P
凱
詑
Q
O
騎
㈹
Q
Q
に

よ
る
と
彼
自
身
の
家
鴨
妖
の
論
判
座
竜
含
ま
れ
た
と
オ
っ
て
い
る
。
こ
の
報
並
追

が
い
か
に
早
く
ロ
ー
マ
に
知
れ
わ
た
り
、
若
い
少
年
が
そ
の
正
直
と
律
義

な
行
動
の
時
に
ど
ん
な
に
賞
讃
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
と
云
う
こ
と
は
容
易
に

想
像
さ
れ
る
。

閃
。
㎝
O
窃
3
0
陣
貫
観
甲
Ω
8
【
o
註
＞
F
〆
〈
い
b
Q
鴇
U
δ
乙
5
0
…
〉
℃
℃
・

ご
♂
鵠
辞
邸
O
Q
．

ダ
マ
ス
コ
ス
の
同
4
一
〇
■
Q
O
一
嚇
》
℃
℃
一
P
＝
層
謡
剛
”
α
”
心
O
●

ガ
①
・
・
O
o
緯
器
ご
0
8
0
【
p
℃
三
r
一
陣
計
b
3
脚
U
坤
9
乙
5
這
旧
託
5
¶
旧
二
5

一
Q
o
“
ダ
マ
ス
コ
ス
の
2
ざ
Q
◎
一
旧
》
切
嘗
鎗
ソ
・
鵠
㌍
◎
心
ρ
Q
O
”
①
凶
6

0
脚
6
9
P
p
麟
｝
津
．
呂
く
計
O
・

Ω
婁
ρ
℃
巨
・
＜
℃
ド
民
暢
§
ピ
区
芦
b
。
q
p
（
劇
）
・
室
。
魯
器
も
又
○
。
寧

八
二

　
　
≦
蕊
が
自
衛
の
口
実
の
下
に
生
命
と
財
産
を
保
護
せ
ん
が
た
め
兵
士
を

　
　
徴
募
し
た
と
述
、
、
へ
て
い
る
。
ダ
マ
ス
コ
ス
の
累
貫
Q
O
一
を
参
照
。
く
p
瑳
。

　
　
の
非
難
は
O
搾
費
。
”
ρ
◎
葺
『
据
譲
噂
Φ
に
述
λ
ら
れ
て
い
る
．
、
上
述
を
参

　
　
照
せ
よ
。

⑳
Ω
。
費
。
罷
託
．
＜
ヨ
”
坤
｝
℃
営
p
p
司
書
メ
疇
。
又
0
8
巽
ρ
三
二
・
＜
闇
H
④

　
　
を
見
よ
。

⑳
　
Ω
8
【
9
p
飾
》
誓
首
5
0
Q
陰

⑳
ダ
マ
ス
コ
ス
の
三
8
●
Q
o
①
旧
〉
勺
℃
凹
p
♪
濡
一
ρ
劇
O
旧
記
詑
ρ
恥
凶
●

⑳
宰
巴
9
。
Q
。
三
℃
ぽ
ど
ω
薯
・
。
窃
。
h
o
。
琵
嘗
8
貯
H
」
p
一
げ
三
目
器
。
二
士

〔
附
記
Ψ
　
本
稿
は
《
○
。
葺
ゑ
臣
器
p
翻
子
壷
。
貯
⇒
団
。
h
∩
器
ψ
錠
、
・
・
≦
≡
》
な
る

　
　
　
　
士
衣
題
下
に
行
四
わ
れ
た
第
一
2
0
回
西
洋
史
読
書
会
大
会
の
同
氏
繭
講
演
要
旨
目

　
　
　
　
を
翻
訳
し
た
竜
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訳
者
浅
香
正
）

　
　
　
　
　
　
　
御
零
び

　
・
本
誰
璽
剛
旦
ヴ
（
晶
弟
三
山
ハ
巻
第
一
号
）
ム
獄
昌
ハ
消
息
欄
に
お
い
て
、
定

恵
苗
氏
遊
去
と
報
告
致
し
ま
し
た
が
、
之
は
事
務
手
違
ひ
に
よ
る
誤

報
で
あ
り
、
同
氏
は
健
在
で
あ
り
ま
す
。
此
処
に
謹
ん
で
訂
正
且
つ

御
詫
び
致
し
ま
す
。
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書

詳
．

ら
八
O
年
代
初
頭
に
か
け
て
イ
ヅ
ァ
ノ
ヴ
ナ
の
織
布

工
の
賃
金
は
二
、
三
倍
低
下
し
て
い
る
。
織
布
機
械

で
働
く
織
布
工
の
賃
金
は
一
五
バ
ー
セ
y
ト
増
加
し

て
い
る
が
、
ラ
イ
麦
揚
は
一
〇
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
高
騰

し
て
い
る
。
又
擦
染
工
の
賃
金
は
手
捺
染
の
行
な
わ

れ
て
い
た
一
九
世
紀
初
頭
に
く
ら
べ
て
捺
染
機
械
の

支
配
的
に
な
っ
た
一
九
世
紀
申
葉
に
は
コ
分
の
一
と

な
り
ラ
イ
麦
の
価
格
は
三
倍
以
上
高
騰
し
て
い
る
。

（
ガ
レ
ー
リ
ソ
『
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ォ
・
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ン

ス
ク
市
』
一
八
八
五
年
）
こ
の
よ
》
つ
な
傾
向
は
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
運
動
へ
と
発
展
し
て
行
く
。
『
七
〇
年
代
、

特
に
入
○
年
代
に
お
い
て
ロ
シ
ア
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ほ
目
ざ
め
資
本
家
に
対
す
る
闘
争
を
開
始
し
た
』

（
党
史
八
頁
）
の
で
あ
る
。

　
一
方
産
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
形
成
も
い
ち
じ
る

し
く
進
展
し
た
。
し
ば
し
ば
、
小
企
業
の
主
人
か
ら

出
て
い
る
資
本
主
義
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ヤ
の
持
主

轍
、
・
工
場
の
経
営
者
と
な
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
第
一

線
へ
嵐
て
来
た
。
産
業
草
命
は
従
来
の
買
占
業
者
や

商
人
に
代
っ
て
工
場
、
鉄
道
経
営
者
を
第
一
位
に
の

し
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
点
か
ら
み
て
も
や
ツ
ソ
ス
キ
イ
は
産
業
箪

命
を
、
一
九
世
紀
三
〇
l
I
八
○
年
代
に
お
い
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
封
建
－
農
奴
制
機
構

へ
の
過
渡
期
の
歴
史
的
現
象
」
　
（
四
八
頁
）
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
た
産
業
箪
命
は
、
　
『
封
建
的
残
灘
の
上

に
資
本
主
義
が
勝
利
し
、
確
立
し
た
八
○
年
代
』

（
ド
ル
ジ
ー
ニ
ソ
）
に
完
了
し
た
と
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　
最
後
に
ヤ
ッ
ソ
ス
キ
イ
は
ロ
シ
ア
産
業
革
命
の
後

進
性
の
原
因
を
一
入
六
一
年
ま
で
続
い
た
農
奴
制

と
、
そ
の
廃
止
後
に
お
け
る
封
建
的
残
夢
の
存
続
に

も
と
め
て
次
の
よ
弓
に
結
ん
で
い
る
。
　
「
農
奴
制
地

主
は
一
八
六
一
年
ま
で
、
お
よ
び
そ
れ
以
後
に
お
い

て
も
社
会
の
お
く
れ
た
勢
力
で
あ
り
、
生
産
力
の
発

展
に
応
ず
る
生
産
関
係
の
変
化
に
対
し
て
阻
止
的
な

は
た
ら
き
を
な
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
力
発

展
の
テ
ン
ポ
と
そ
の
水
準
の
上
昇
を
阻
止
し
た
の
で

あ
る
。
」
こ
の
こ
と
は
「
国
内
市
場
の
狭
小
さ
、
政

治
的
上
部
構
造
の
反
動
的
役
割
と
相
ま
っ
て
、
国
民

経
済
に
お
け
る
工
業
の
位
置
、
及
び
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー
の
社
会
的
地
位
を
イ
ギ
リ
ス
や
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
に
比
し
て
著
し
く
低
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

（
七
〇
頁
）

　
以
上
簡
輩
に
論
旨
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、
ヤ

ツ
ン
ス
キ
イ
自
身
も
認
め
て
い
る
如
く
「
大
略
の
方

九
四

針
」
で
あ
り
、
な
お
未
解
決
の
問
題
を
多
く
含
ん
で

い
る
。
特
に
産
業
革
命
の
推
進
力
と
な
る
べ
き
産
業

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
発
生
と
、
そ
の
地
・
ヨ
及
び
商
人

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
関
係
、
い
わ
ゆ
る
地
主
マ
ニ

ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
や
商
人
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
に
対
す

る
農
昆
出
身
の
自
主
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
の
闘
争

を
各
産
業
部
門
別
に
研
究
す
る
こ
と
が
残
さ
れ
て
い

る
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
特
に
ド
イ
ツ
と
の
対

比
に
お
い
て
こ
の
点
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
ロ
シ
ア

産
業
革
命
の
特
殊
性
、
ひ
い
て
は
ロ
シ
ア
資
本
主

義
、
更
に
、
そ
の
祉
会
主
義
革
命
の
特
殊
性
を
理
解

す
る
上
か
ら
も
極
め
て
誰
墨
嬰
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
国
本
哲
男
一

　
　
新
入
会
員

猪
谷
交
臣
　

岩
田
慶
治
　

川
瀬
智
寿
子

釣多　國小

盟撫
哉三軒学一

本
郷
広
太
郎

立
教
大
学

図
旧
館

東
京
都
渋
谷
区
若
木
町
九

東
京
都
豊
島
区
池
袋
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

（　194　）



ぎ
～
「

荘
園
史
の
碑
究
上
巻
比
比
航
四
顧

西
岡
虎
之
助
著
暢
醗
雛
確
羅
慰
舗

　
　
解
す
る
基
礎
で
あ
る
。
嚴
し
い
綿
密
さ
と
實
謹
的
方
法
に
つ
ら
ぬ
か

　
　
れ
た
本
害
は
茄
園
の
機
能
、
構
造
．
形
態
、
口
達
の
究
明
を
目
ざ
し

　
　
た
著
者
二
十
年
間
の
一
問
的
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
　
全
二
巻

東京紳「rトツ橋
振替東京262・1G店毘

圏
波山石

近
代
日
本
の
形
成
躍
敷
鰹
編

頁
圃
　
木
書
は
、
明
治
維
新
の
高
揚
か
ら
自
由
民
槽
蓮
動
の

幡
0
コ
　
挫
折
、
H
本
國
家
主
義
の
成
立
と
、
そ
れ
に
伴
う
肚

ワ
け
ワ
ム

5
償
　
會
主
義
二
丁
の
一
生
に
至
る
近
代
日
本
の
形
成
過
程

A
定
　
の
問
題
鮎
を
其
陛
的
に
究
閉
し
よ
う
と
し
た
。

朝
鮮
史
の
諸
問
題
曜
鍛
鰹
非

凡
圓
朝
鮮
の
歴
史
は
今
迄
晴
黒
の
中
に
あ
っ
た
。
し
か
し

囎
㎜
　
そ
こ
で
は
無
敷
の
人
民
の
根
白
い
反
帝
岡
争
が
績
け

5
償
　
ら
れ
て
來
た
。
本
書
は
H
鮮
史
家
が
協
力
し
て
、
こ

B
定
め
陪
黒
に
メ
ス
を
入
れ
た
。
〔
歴
史
學
研
究
特
集
號
】

中
國
古
鏡
の
研
究
駒
井
和
愛
著

頁
圓
　
二
者
は
、
六
朝
以
前
砂
鏡
鑑
に
封
し
、
型
式
學
的
方

寸
0
0
　
法
に
文
獄
内
的
方
法
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
り

5
便
鏡
鑑
の
起
源
、
一
一
、
そ
の
呪
術
的
意
義
等
を
解
決

A
定
　
し
、
當
時
の
文
化
の
【
面
を
聞
明
せ
ん
と
意
岡
し
た
。

編
　
集
　
後
　
記

　
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
と
或
る
詩
人
は
歌
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今
年
の
梅
雨
の
よ

う
な
長
雨
で
は
、
思
は
ず
音
を
あ
げ
た
く
も
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、

九
州
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
心
か
ら
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
が
、
木
彫
が
お
手

許
に
届
く
頃
に
憶
、
最
早
輝
か
し
い
真
夏
の
陽
ざ
し
の
も
と
に
、
あ
の
痛
手
か

ら
立
上
っ
て
お
ら
れ
ま
す
よ
う
に
と
祈
念
致
し
ま
す
。

　
本
号
の
諸
力
作
が
ま
た
、
梅
雨
明
け
の
塞
と
共
に
、
欝
気
を
消
散
せ
し
め
る

で
あ
ろ
武
ノ
こ
と
を
編
者
ぽ
疑
い
ま
せ
ん
が
、
三
主
一
つ
気
が
か
り
な
こ
と
は
、

最
近
に
お
け
る
印
刷
諸
経
費
の
値
上
り
が
、
前
々
史
林
の
発
行
に
亥
障
を
来
た

し
は
せ
ぬ
か
と
い
う
こ
と
で
す
．
、
私
達
が
愈
玄
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
申

す
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
此
の
際
会
員

の
皆
様
の
一
層
の
御

援
助
を
切
に
お
願
い

致
す
次
第
で
す
．
、

　
　
　
　
（
石
川
）

一
九
五
三
年
七
月
一
五
日

一
九
五
三
年
七
月
二
〇
日

史
　
　
林

口H
行1弱

定
価
百
円

（
第
三
六
巻
、
二
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
中
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
丈
学
部
内

発
行
所
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
ム
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
事
口
大
阪
一
円
五
五
六
脅

　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
策
町
三
九
　
．

印
刷
所
中
村
印
刷
株
式
会
社
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